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町からのお知らせ

  
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
さ
が
維
新
事
業 

　
　
　

基
山
・
対
馬
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
佐
賀
県
の
幕
末
・
明
治

維
新
を
テ
ー
マ
と
し
た
全
県
的
な
事

業
推
進
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
本
町

と
対
馬
市
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

の
連
携
に
伴
う
交
流
事
業
推
進
の
共

同
宣
言
に
基
づ
き
、
基
山
・
対
馬
交

流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）
の 

2
日
間
、
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

25
名
で
対
馬
市
を
訪
れ
、
対
馬
市
役

所
へ
の
表
敬
訪
問
、
椎
根
の
石
屋
根

や
万
松
院
な
ど
の
史
跡
見
学
、
基
肄

城
跡
と
同
じ
古
代
山
城
で
あ
る
金
田

城
跡
の
築
造
１
３
５
０
年
を
記
念
し

た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
へ
の
参
加
な
ど
、

本
町
と
歴
史
的
に
深
い
縁
が
あ
る
対

馬
の
自
然
・
文
化
財
を
直
接
見
学
す

る
と
と
も
に
、
現
地
の
人
々
と
も
交

流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
対
馬

と
の
歴
史
的
な
深
い
つ
な
が
り
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」、「
対
馬
を
身
近

に
感
じ
た
」、「
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は

対
馬
の
方
が
笑
顔
で
私
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
対
馬
訪
問
を
通
し
て
、
本

町
と
対
馬
市
の
歴
史
的
関
係
を
学
習

し
、
人
々
と
の
触
れ
合
い
か
ら
今
後

の
友
好
交
流
意
識
を
育
み
ま
し
た
。

※
問
合
せ
先

　

教
育
学
習
課　

ふ
る
さ
と
歴
史
係

　

☎
９
２

－

２
２
０
０

  

基
山
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
を
開
催
し

ま
し
た

　

11
月
４
日（
土
）、
基
山
町
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
第
37
回
基
山
町
青
少
年

健
全
育
成
町
民
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

少
年
の
主
張
・
体
験
発
表
で
は
、 

町
内
の
小
・
中
学
生
８
名
が
約
２
３ 

０
名
の
出
席
者
を
前
に
堂
々
と
、
自

分
の
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将
来
の
夢
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
生
演
奏
も
行
わ
れ
、
大
会
は
盛

会
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

▽
発
表
者
と
テ
ー
マ
（
敬
称
略
）

・
塩
川 

葵
生
（
若
基
小
６
年
）

  「
日
本
の
食
料
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
に
」

・
岩
﨑 

万
依
（
基
山
小
６
年
）

  「
私
の
願
い
」

・
岩
丸 
詩
（
若
基
小
６
年
）

  「
運
動
は
よ
り
よ
い
社
会
へ
の
第
一
歩
」

・
中
村 

有
沙
（
基
山
小
６
年
）

  「
私
の
夢
へ
導
い
て
く
れ
た
言
葉
」

・
古
賀 

光
（
基
山
中
２
年
）　

  「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
決
意
」

・
荒
木 

大
和
（
東
明
館
中
３
年
）

  「
政
治
と
こ
れ
か
ら
の
私
」

・
鎗
光 

和
佳
那
（
基
山
中
２
年
）

   「
基
山
へ
の
恩
返
し
」

・
上
野 

爾
子
（
東
明
館
中
１
年
）

  「
自
然
を
と
お
し
て
思
う
気
持
ち
」

※
問
合
せ
先

　

こ
ど
も
課　

青
少
年
健
全
育
成
係

　

☎
９
２

－

７
９
６
８

有
料
広
告

▼椎根の石屋根

▼金田城跡

▼対馬市の方々と集合写真
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